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一、地域のつながり、地域の力を高めるために活動します
一、さまざまな課題を抱える人びとを支えるために活動します
一、民生委員児童委員制度を守り、発展させていくために活動します

　民生委員児童委員制度の始まりは、大正6年に岡山県

で誕生した「済世顧問制度」です。当時は生活に困って

いる方の救済が主な活動でしたが、時代とともに役割

は変化し、現在は地域の身近な相談相手として、地域

の皆さんの立場に立って相談に応じ、適切な関係機関

につなぐ「パイプ役」として全国約23万人の民生委員

児童委員が活動しています。

　毎年、5月12日～18日は民生委員児童委員の活動を

広くアピールするための強化週間として、全国一斉に

様々な活動が実施されています。

　大田市民生児童委員協議会では、5月12日の「民生委員児童委員の日」にあわせ、楫野市長に

「メッセージの伝達」を行いました。伝達したメッセージは「誰もが笑顔で、安全に、安心して

暮らせる社会づくり」を目指して取り組む重点目標を宣言しました。

＜重点目標＞

社協だより

メッセージ伝達メッセージ伝達
民生委員児童委員の日民生委員児童委員の日 活動強化週間活動強化週間



　 5 月16日、大田市民会館中ホールにおいて、「令和

4 年度地域福祉研修会」を開催しました。大田市では、

人口の減少と高齢化が進む中、「誰もが担い手」とな

る、支え合う地域づくりへ向けた体制やしくみづくり

が地区社会福祉協議会や地区協議会などの地域組織・

団体により推進されています。

　研修会では、昨年度に本会が実施した「小地域福祉

活動計画策定モデル事業」の取り組みについて指定を

受けられた湯里地区社会福祉協議会より、住民相互の

関りや関わり方について大切にしたい視点や、支え合いの必要性についてご報告をいただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業アドバイザーのご近所福祉クリエーターの酒井保先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生からは小地域福祉活動計画の策定において、地域に暮ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　す全ての皆さんがお互いの暮らしぶりに関心を持ち、めざす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域の将来に向けた地域福祉活動を一人ひとりが意識しな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　がら声をかけ合い実践していくことが大切であるとご講評

　　　　　　　　　　　　　　　　　　をいただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日の参加者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さんからは、「子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　どもや若い世代も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一緒に参画するこ

とが必要だと感じた」「みんなでもっと役割を分担してい

こうと思う」といった感想を多くいただき、これからの

地域福祉活動を推進していく上で、ヒントにしていただけ

たのではないかと感じました。

（２）社協だより 第100号 2022.6

　今年度の地区社会福祉協議会連絡会議は 5ブロックでの分散開催とし、24地区社会福祉協議

会より30名のご参加をいただきました。この会議では、令和 4年度の行政と市社協の事業計画

　　　　　　　　　　　　　などについて説明を行うなど、地区社協と行政・市社協の連携を

　　　　　　　　　　　　　深める場として毎年開催しています。

　　　　　　　　　　　　　　地域の現状としては、新型コロナウイルスの感染が終息しない

　　　　　　　　　　　　　中、感染対策を徹底するなど様々な工夫をして事業を実施されて

　　　　　　　　　　　　　いるところです。今年度は少しでも多くの事業が実施できるよう、

地区社協・市社協の連携をさらに深め、協働による地域福祉活動を推進していきます。

令和４年度  第１回地区社会福祉協議会連絡会議

ご参加いただきありがとうございました！ご参加いただきありがとうございました！

令和4年度  地域福祉研修会令和4年度  地域福祉研修会

ご近所福祉クリエーター 酒井  保先生



声の広報（音訳広報）発行事業を行っています

（３）

 活動内容 

運転ボランティア：リフト付き自動車の運転を行います。
補助ボランティア：リフトの操作補助などを行います。

 活動日数
ご都合に合わせての活動となります。
月 1回からの活動も可能です。

大田市社会福祉協議会　０８５４-８２-００９１

声の広報（音訳広報）発行事業を行っています

送付媒体

利 用 料 無 料

リフト付き自動車運行事業のボランティアさんを
募集しています！

広報おおだ（毎月）、市議会だより（年４回）、社協だより（偶数月）、
身障の友（年３回）、暮らしの情報（年度末・検診情報、ゴミの出し方など）

発行内容

社協だより 第100号 2022.6

　大田市社会福祉協議会では、車いすを使用さ
れ、一般の交通手段を利用することが困難な方を
対象にリフト付き自動車による外出支援を行っ
ています。
　この事業は運行ボランティアさんのご協力に
よって実施していますので、関心のある方は下記
までお問合せください。

 そ  の  他
事前に社協で講習を行います。関心のあ
る方はぜひ一度下記へご連絡ください。

　約束の時間通りに迎えに来てもらい
安心して通院させてもらっています。
帰りの時間は待たせてしまうことがあ
り申し訳なく思っていますが、気持ち
良く対応してもらって有難いです。
感謝しかありません。

利用希望者の方も募集しています。
利用には条件がありますので、詳しくは
下記へお問い合わせください。

　車いす利用者の方がお出かけをされることが
困難であることを知り、自分にできることがあれ
ばと思い活動に参加しました。利用者から感謝
の言葉を掛けて頂くと自分も社会の一員として
協力することが出来たと自己満足しています。
空いた時間に活動してみたいと思われる方はぜひ
参加してやりがいを感じてみませんか。

ボランティアさんからのお声ボランティアさんからのお声 利用者さんからのお声利用者さんからのお声

　大田市社会福祉協議会では、視覚障がい等により、広報誌など

の文字による情報を入手することが困難な方に対し、文字を音声

に訳した「声の広報」発行事業を行っています。

　「声の広報」制作にあたっては、広報音訳ボランティア「ベル

の会」のご協力をいただいています。

　「声の広報」の利用を希望される場合やお問い合わせについて

は、下記の問合せ先へご連絡ください。

本　　　所 　０８５４-８２-００９１
温泉津支所 　０８５５-６５-３９５０
仁 摩 支 所 　０８５４-８８-４４２１

大田市社会福祉協議会

【問合せ先】

【問合せ先】

再生環境により以下の３種類よりご希望のものを選択できます。
デイジー図書、ＣＤ、カセットテープ

リフト付き自動車運行事業のボランティアさんを
募集しています！



（５） （４）社協だより 第100号 2022.6社協だより 第100号 2022.6

古着を回収し、
  無料バザーを開催します！

　使用済み切手を集めています。
　集まった切手を寄贈することで、市内の
ボランティア活動の推進に役立てる財源と
して助成を受けることができます。ご協力
いただける方は、大田市社会福祉協議会ま
でご持参ください。

　使用済み切手を集めています。
　集まった切手を寄贈することで、市内の
ボランティア活動の推進に役立てる財源と
して助成を受けることができます。
　ご協力いただける方は、大田市社会福祉
協議会までご持参願います。

　ご家庭で眠っている食品を募集しています。
　ご寄付いただいた食品は生活に困窮してる方、福祉施設や
団体に無償で提供します。
　募集している食品は、常温保存可能で賞味期限が１カ月
以上ある食品（お米、乾麺、乾物、缶詰など）です。

【受付窓口】大田市社会福祉協議会 本所・各支所

【回収する衣類】
大人用衣類で、肌着、靴下、下着は未使用品、その他は洗濯済み衣類
(シミなどの汚れ、破れ、寄れ、ほつれなどのあるものは回収していません)
【衣類を提供いただく方】
おひとり５品まで。
期間中に社会福祉協議会（本所・各支所）まで
お持込みください。
【衣類の提供】
バザーにてお渡しします。（無料です）
期間中に大田市民センター１階和室にお越しください。（9：00~17：00）

はじめての方でも
できるおいしい淹れ方を
教えていただきます

衣類の回収期間

6月20日(月)～30日(木)

バザー（無料）

7月11日(月)～14日(木)

詳
し
く
は

問合わせ先 生活サポートセンターおおだ（社会福祉協議会内）
　０８５４－８２－０８２０

〇貸付の詳細は社会福祉協議会のホームページをご覧いただくか、下記まで、

　お問い合わせください。

〇なお、ご相談等でお越しになる場合は、事前に電話連絡をお願いします。

継続して毎月の収入が
減少している世帯

単　　身：月１５万円以内

２人以上：月２０万円以内
※貸付期間：３ヶ月以内

総 合 支 援 資 金
一時的な資金が必要な世帯
（休業・収入が減少した世帯）

２０万円以内

緊 急 小 口 資 金資金の種類

返済据置期間
償 還 期 間 １０年以内２年以内

令和５年１２月まで

対 象 者

貸 付 金 額

◎社協だより４月号で、令和４年６月３０日（木）とお知らせしていた
　申込期限が、令和４年８月３１日（水）まで延長されました。

新型コロナウイルス感染症の影響により、休業・失業等で
生活資金でお困りの皆さまへの特例貸付の申込期限について
新型コロナウイルス感染症の影響により、休業・失業等で

生活資金でお困りの皆さまへの特例貸付の申込期限について

　関西大学法科大学院の市民無料法律相談が、大田市民会館で開催されます。
　この取り組みは、法科大学院学生の教育の一環として、弁護士が少ない地域
に弁護士と学生を派遣するものです。 

◆予約方法：大田市社会福祉協議会（　0854-82-0091）にお申し込み
　　　　　　ください
　　　　　　定員になり次第、締め切らせていただきます
◆料　　金：無料
◆そ の 他：予約をされる際に相談内容ついて、事前に
　　　　　　聞き取りをさせていただきます

８月29日（月）
10:00～15:30（相談時間45分）
大田市民会館  2階場所

日時

※なお、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となる場合があります※なお、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となる場合があります

フードバンク事業も実施しています

関西大学法科大学院の市民法律相談関西大学法科大学院の市民法律相談

つながり応援！ (土)

200

申込締切 8月19日(金)



社協だより 第100号 2022.6
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局
（７） （６）

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

社協だより 第100号 2022.6

大田市シニアクラブ連合会
「クラブ活動賞」「一般功労者表彰」
クラブ活動賞（団体）

大田ブロック（大田町）　 加寿智会　　会長　 村　穂　　 寧 様

一般功労者（個人）

大田ブロック（大田町）　 加寿智会　　松　浦 　 　　敏 様

受賞団体・受賞者の皆様おめでとうございます

　令和4年度  ダイヤゾーン・ボール大会を
５月26日（木）、温泉津総合体育館にて開催
しました。
　当日は33名の参加があり１チーム５名で
競技開始。ホールインワン賞が６本出て、
元気で賑やかな大会となりました。
　結果は次の通りです。
　　優　勝　温泉津寿クラブＢ
　　準優勝　大屋寿会
　　ホールインワン賞（敬称略・順不同）
　　（２本）山崎久義
　　（１本）橋田梅好　山田照子　井上智恵子　菅森道子

令和4年度  ダイヤゾーン・ボール大会令和4年度  ダイヤゾーン・ボール大会令和4年度  ダイヤゾーン・ボール大会令和4年度  ダイヤゾーン・ボール大会

※全事業において新型コロナウイルスの状況や参加人数により中止及び変更となる場合があります

●活動支援及び次世代を担う若きリーダーの育成
●健康づくり・介護予防活動の推進
●楽しむことを追求し時代に合わせた事業の推進

●ダイヤゾーン・ボール大会（５月開催済み）
●グラウンドゴルフ大会 ー県大会予選会ー（７月７日（木）開催）
●仁摩ブロック健康スポーツ大会（開催未定）
●ゲートボール大会（９月１日（木）開催予定）
●大田ブロック健康スポーツ大会（10月13日（木）開催予定）
●スポーツ吹矢教室（随時受付中）
●健康教室（各地域にて指定10クラブ）
●体力測定会（単位クラブで地域にて開催）

健康づくり・介護予防事業

令和4年度 大田市シニアクラブ連合会事業計画

●活動推進研修会（９月15日（木）開催）
●囲碁・将棋大会（10月27日（木）開催）
●芸能大会（令和５年２月10日（金）開催）

文化・研修事業

●支え合う仲間づくり事業（友愛活動）
●世代間体験交流と子育て支援事業（伝承・異世代交流）
●仁摩ブロック福祉大会（開催未定）
●久手町「ふれあい大会」（6月開催予定）
●福祉展ー作品展示会ー（令和5年3月4日（土）・5日（日）開催）
●広報・情報の収集発信（広報誌の発行）

地域を元気にする活動

がんばって

組織の充実・魅力ある活動づくり
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その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第100号 2022.6（８）
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者
さ
ん
が
お
ら
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、「
今
後
、経
済
的
事
情
等
に
よ
り

入
院
準
備
に
困
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
も
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
申
し
出
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。
お
気
持
ち
に
感
謝
し
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
１
９
４
５
年
久
手
小
学
校
卒
女
子
有
志
一
同

・
大
田
市
消
費
者
の
集
い

令
和
４
年
４
月
～
令
和
４
年
５
月
受
付
分
（
順
不
同
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

救
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

救
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
４
年
５
月
受
付
分
順
不
同
・
敬
称
略
）

以
上
、
８
５
３
、５
０
０
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
切
手
、

プ
ル
タ
ブ
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発刊１００号に寄せて

　　　　　　　　 大田市社会福祉協議会は平成17年9月、旧温泉津町

　　　　　　　 社会福祉協議会、旧仁摩町社会福祉協議会、旧大田市

　　　　　　　 社会福祉協議会の 3 社協が合併し新大田市社会福祉

　　　　　　　 協議会としてスタートいたしました。

　　　　　　　　 この間、地域住民をはじめ各自治会、民生児童委員

　　　　　　　 協議会他関係団体等多くのご協力のもと各種の事業が

　　　　　　　 推進できましたことに厚くお礼申し上げます。

　さて、全国的に人口減少、少子高齢化の急速な進行に伴い、福祉、

医療、保険、年金等社会保障制度も大きく様変わりしております。また、

長引く新型コロナウイルス感染予防対策の徹底により、新しい生活様

式が定着しつつある中、新たな「支え合いの場」が必要不可欠となっ

ており、住民参加による福祉のまちづくりの推進が急務と考えます。

　このようなことから、本社協においては、「第 3次大田市地域福祉

計画・地域福祉活動計画」に基づき、大田市の全ての人が自分らしく、

生きがいと助け合いの精神を持ち、住み慣れた地域で安心して暮らす

ことのできる地域共生社会の実現に向け、時代に即した事業の展開を

実施してまいりたいと考えております。

　地域住民の皆様、関係機関・団体の皆様方の一層のご理解ご協力を

賜りますよう心からお願い申し上げます。

編集後記編集後記

大田市社会福祉協議会
会 長　西　村　俊　二

　
　
　
　
　

競
馬
の
話
で
す
。
武
豊
騎
手
が

　
　
　
　

６
度
目
の
日
本
ダ
ー
ビ
ー
制
覇
を

　
　
　
　

し
ま
し
た
。
今
年
で
53
歳
に
な
る

　
　
　
　

競
馬
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
活
躍
に

　
　
　
　

大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
同

　
　
　
　

じ
50
代
、
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
は
ず

と
・
・
・
た
だ
、
こ
の
お
じ
さ
ん
に
一
体
何
が

で
き
る
の
か
？
乞
う
ご
期
待
！　
　

（
ひ
）

・
静
間
町
文
化
協
会

・
晃
晴
の
会

　
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
救
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の

人
道
危
機
対
応
及
び
避
難
民
を
受
け
入
れ
る

周
辺
国
と
そ
の
他
の
国
々
に
お
け
る
救
援
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

社協だより社協だより


